
平成 12 年度

平成 29 年度

【局評価】 【財務局評価】

どのような課題や問題点があったか 財務局として、成果や課題などについて、どう考えたか

根拠法令等

局として、事業をどうしていきたいか

30年度予算で、どのように対応したか

千円

千円 千円

千円 千円

歳入 30年度予算額 － 

歳出 30年度予算額 － 

移管・終了

30年度見積額 － 30年度見積額 － 千円

歳
出

28年度決算額 27,556 千円

拡大・充実

29年度予算額 － 29年度予算額 38,579 千円

見直し・再構築

○　局案のとおり、本事業としては事業終了とし、地域に
　おける青少年の健全育成事業に再編する。

○　家庭や地域の教育力が低下したこと等に伴い、子
　供の規範意識や倫理観に欠ける問題行動等が深刻で
　あった。このため、次代を担う子供に対し、親と大
　人が責任もって正義感や倫理観、思いやりの心を育
　み、人が生きていく上で当然の心得を伝えていくこ
　とを基本理念とした取組を、平成12年度に開始し
　た。

○　インターネット社会の弊害の顕在化、社会・経済の
　グローバル化など社会環境の変化により、ダイバーシ
　ティ（多様性の尊重・受容）の意識が新たに求められ
　るようになってきた。

○　子供の正義感や倫理観等の醸成を図る「こころの東京
　革命」の推進により、子供の規範意識向上など一定の成
　果が得られた。

○　一方で、社会環境等の変化により、青少年のダイバー
　シティ（多様性の尊重・受容）の意識を育む取組が求め
　られている。

拡大・充実 見直し・再構築 移管・終了 その他○　家庭や地域で子供に接する大人に対して、こころ
　の東京革命の理念等を伝えるグループワークや講演
　会等を実施するなど普及啓発に取り組み、子供の規
　範意識については一定の向上が見られた。

○　また、平成27年度から、こころの東京革命の理念
　を広く認知してもらうため、積極的な広報を実施
　し、認知度は一定の向上が見られた。

その他

東京都青少年の健全な育成に関する条例

２ どのように取り組み、どのような成果があったか

歳
入

４

－ 

○　これまで実施してきた子供の正義感、倫理観などを
　育む取組に加え、地域交流により他者を思いやる意識
　や、多文化への理解を深めるなど青少年のダイバ―シ
　ティの意識を育む取組に事業を再編する。

＜事業再編＞
　地域における青少年の健全育成
　１　青少年が地域で実践・ふれあえる機会の提供
　２　大人に向けた意識の醸成及び実践
　３　様々な主体が実施する青少年健全育成の取組への
　　　支援

６

１ どのような経緯で事業を始めたか、何を目指すのか ３ ５

28年度決算額

事業評価票

201
「こころの東京革命」の推進 事 業 開 始

（青少年・治安対策本部総合対策部／一般会計） 事 業 終 期


